
繊細な白色の小草で、高さ3-15cm、根茎は球状にふくれ、多数のひげ根がある。鱗片葉は披針形でまばら

に互生し、長さ2-4mm。花は8-10月、白色で柄がなく、やや頭状に集まる。外花被片は筒状に合着し、長さ

6-10mmになり、翼がなく、裂片は三角形で長さ1.5mm内外。内花被片はへら形で小さい。雄蕊は外花被
片と互生し内花被片の下部につく。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Burmannia  championii  Thwaites

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、三田市、三木市、加東市、多可町、姫路市、神河町、
洲本市、南あわじ市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ヒナノシャクジョウ科

兵庫県ランク…ヒナノシャクジョウ
環境省ランク… －


